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県
民
全
体
が
福
祉
に
つ
い
て
考
え
、

参
加
者
が
自
ら
の
活
動
へ
の
意
欲
を
よ

り
高
め
る
機
会
と
す
る
た
め
、
「
第
20

回
栃
木
県
民
福
祉
の
つ
ど
い
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
第
一
部
式
典
で
は
、
障

害
者
関
係
で
、
全
33
名
の
皆
さ
ま
が
表

彰
を
受
け
ら
れ
、
第
二
部
は
、
講
師
に

笹
野
高
史
氏
を
迎
え
、
『
私
の
役
者
人

生
』
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
、
地
域
間
経

済
格
差
の
拡
大
、
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
、

社
会
構
造
が
大
き
な
転
換
を
迎
え
つ
つ
あ
る

今
、
ふ
る
さ
と
「
と
ち
ぎ
」
で
暮
ら
す
全
て

の
人
々
が
、
一
人
ひ
と
り
自
立
し
、
お
互
い

に
支
え
合
い
、
助
け
合
い
な
が
ら
、
安
心
し

て
住
み
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
づ

く
り
を
目
指
し
、
「
子
ど
も
を
健
や
か
に
生

み
育
て
る
環
境
づ
く
り
の
推
進
」
「
人
と
地

域
の
輪
を
広
げ
、
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
自
立

支
援
」
「
高
齢
者
の
健
康
と
生
き
が
い
づ
く

り
の
推
進
」
「
障
害
者
の
自
立
支
援
と
社
会

参
加
の
促
進
」
「
共
同
募
金
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
民
間
福
祉
活
動
へ
の
参
加
と
協
力

の
推
進
」
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
こ
に
集
う
私
た
ち
を
は
じ
め
、
本

県
の
福
祉
関
係
者
が
一
致
協
働
し
て
、
県
民

の
福
祉
に
対
す
る
認
識
と
理
解
を
よ
り
一
層

深
め
、
ふ
る
さ
と
「
と
ち
ぎ
」
に
お
い
て

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
社
会
の
実
現
に
努

め
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。
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県
民
福
祉
宣
言 （

敬
称
略
）

栃
木
県
民
福
祉
の
つ
ど
い

平
成
　
年
８
月
　
日
　
宇
都
宮
市
文
化
会
館

26

28

第20回

な

わ

の

ひ

ろ

ゆ

き

は

ら

だ

あ

い

こ

う

え

き

と

し

お

す

ぎ

や

ま

ま

さ

は

る

か

ん

だ

ま

す

じ

お

お

さ

わ

や

す

お

い 

わ 

せ

あ 

き 

こ

く

つ

ざ

わ

ひ 

で 

こ

わ

た

な

べ

み 

え 

こ

お

し

く

ぼ

こ

う

い

ち

ま

つ

も

と

き
よ
し

じ
ん
ち
ょ
う

し

ん

う

が

じ

ん

か 

つ 

お

お 

ば 

な

ひ 

さ 

こ

す 

ず 

き

え

い

い

ち

か 

ま 

た

ま
さ

さ

い

と

う

し

ん

い

ち

ま 

ひ 

こ

ふ 

じ 

お

く

ま

く

ら

か

ね

ひ

ろ

こ 

み 

や

み 

つ 

こ

し 

み 

ず

ま 

ち 

こ

け 

づ 

か

き 

い 

ち

か 

と 

う

さ 

つ 

え

た 

べ 

い

こ
う
た
ろ
う

お

お

が

ね

い

　

　

く

い

ち

む

ら

き

ゅ

う

じ

わ

　

　

き

も 

り 

お

さ

か

し

た

た
だ
し

お 

が 

わ

こ

う

い

ち

さ

く

ら

い

た

　

　

み

わ

　

　

き

よ

し

ふ

さ

た 

ざ 

わ

か

ず

ひ

こ

ゆ

　

　

だ

あ

い

い

ち

す 

ず 

き

た 

み 

こ

お 

ぐ 

ら

ち 

よ 

こ



　
足
利
市
で
は
、
昭
和
54
年
５
月
、
勤

労
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が

建
設
さ
れ
、
開
館
し
て
初
め
て
の
行
事

と
し
て
開
催
さ
れ
た
の
が
「
障
害
者
卓

球
教
室
」
で
し
た
。

　
以
来
、
現
在
ま
で
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教

室
等
を
継
続
し
て
開
催
、
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ
、
多

く
の
障
害
者
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　
特
に
卓
球
が
盛
ん
で
、
栃
木
県
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は
多
く
の
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
、
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
に
栃
木
県
の
代
表
と
し
て
、
足
利
市

の
選
手
が
出
場
し
活
躍
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
福
祉
会
で
は
、
市
の
体
育

指
導
員
及
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

の
指
導
に
よ
る
教
室
や
大
会
、
佐
野
市

福
祉
会
と
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
等
、
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で
あ
り
ま
す
。

　
５
年
前
か
ら
「
健
康
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

教
室
」
が
開
か
れ
て
い
ま
す
が
、
障
害

者
に
と
っ
て
身
体
的
な
負
担
が
な
く
、

健
康
に
よ
い
利
点
も
多
い
こ
と
か
ら
、

１
年
前
に
足
身
連
体
育
部
に
吹
矢
ク
ラ

ブ
を
結
成
し
ま
し
た
。

　
今
年
８
月
に
は
栃
木
県
ス
ポ
ー
ツ
吹

矢
協
会
の
大
岡
会
長
を
迎
え
、
支
部
認

定
書
な
ど
の
授
受
が
あ
り
ま
し
た
。

　
栃
木
県
で
は
11
番
目
、
足
利
市
で
は

５
番
目
と
な
る
支
部
「
足
身
連
ク
ラ

ブ
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
部
員
は
11
名
で
、
全
員
障
害
者
の
ク

ラ
ブ
は
県
内
初
で
あ
り
、
全
国
で
も
栃

木
県
を
含
め
７
団
体
で
す
。

　
９
月
12
日
に
、
栃
木
県
ス
ポ
ー
ツ
吹

矢
大
会
が
足
利
市
民
体
育
館
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、
７
名
の
選
手
が
出
場
し
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
９
月
19
日
に
は
、
第
７
回
全

国
障
が
い
者
競
技
会
が
、
東
京
都
大
田

区
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
２
名
の

選
手
が
出
場
、
支
部
長
の
田
部
井
功
太

郎
氏
は
本
大
会
の
選
手
宣
誓
を
務
め
ま

し
た
。
今
後
い
っ
そ
う
の
活
躍
を
期
待

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
は
、
５
〜
10
ｍ
離
れ

た
円
形
の
的
を
め
が
け
て
息
を
使
っ
て

矢
を
放
ち
ま
す
。

　
１
ラ
ウ
ン
ド
（
３
分
以
内
）
に
５
本
の

矢
を
吹
い
て
、
規
定
に
よ
る
ラ
ウ
ン
ド
を

競
技
、
そ
の
合
計
点
を
競
い
ま
す
。

　
正
し
い
姿
勢
で
、
正
し
く
呼
吸
す
る

こ
と
で
腹
筋
を
鍛
え
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
と
は…

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
と
は…

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
の

　
　
　魅
力
と
健
康
効
果

●
誰
で
も
、
性
別
、
年
齢
を
問
わ

ず
楽
し
め
ま
す

●
「
い
つ
で
も
」
「
ど
こ
で
も
」

「
手
軽
に
」
で
き
ま
す

●
ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
み
な
が
ら

で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す

●
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
式
呼
吸
法
に
よ

る
様
々
な
健
康
効
果

●
精
神
力
＆
集
中
力
を
高
め
ま
す

●
様
々
な
世
代
と
の
ふ
れ
あ
い
や

仲
間
づ
く
り

●
実
力
認
定
や
競
技
会
参
加
に
よ

る
目
標
や
や
り
が
い

一
般
社
団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

スポーツ吹矢
始めませんか
スポーツ吹矢
始めませんか

マスコットキャラクター
フキャット
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連
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　康

地
域
福
祉
会
だ
よ
り
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平
成
26
年
７
月
25
日
、
横
浜
ラ
ポ
ー
ル

１
階
ラ
ポ
ー
ル
シ
ア
タ
ー
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
栃
木
県
か
ら
は
８
名
の
相
談
員
が
参
加
、

次
の
と
お
り
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

●
講
演
１
に
つ
い
て
、
障
害
者
権
利
条
約

の
中
で
障
害
者
と
は
何
か
と
３
分
間
考

え
、
書
い
て
隣
の
人
と
交
換
す
る
と
い

う
、
こ
れ
ま
で
の
講
演
で
は
初
め
て
の

事
で
会
場
が
ざ
わ
つ
き
ま
し
た
。

●
合
理
的
配
慮
の
例
、
視
覚
障
害
者
＝
点

字
や
音
声
等
、
聴
覚
障
害
者
＝
手
話
や

筆
談
等
、
身
体
障
害
者
＝
ス
ロ
ー
プ
や

手
す
り
等
、
知
的
障
害
者
＝
共
同
作
業

や
解
り
や
す
い
説
明
等
、
精
神
障
害
者

＝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
ゆ
っ
く
り
話
す

等
、
合
理
的
配
慮
が
な
い
の
が
差
別
で
、

政
府
や
企
業
に
は
義
務
化
が
課
せ
ら
れ

て
い
る
。

●
講
演
１
で
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
人
が

自
主
的
に
人
権
・
差
別
等
の
問
題
に
、

積
極
的
に
発
言
し
て
差
別
の
な
い
国
に

し
て
い
く
た
め
に
、
足
だ
け
で
パ
ソ
コ

ン
を
操
作
し
て
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て

い
る
ス
ラ
イ
ド
を
見
た
と
き
心
を
打
た

れ
ま
し
た
。

●
講
演
２
に
つ
い
て
、
横
浜
市
で
の
取
り

組
み
と
し
て
、
障
害
児
者
の
生
活
を
支

援
す
る
た
め
、
法
律
で
規
定
さ
れ
る
前

か
ら
相
談
窓
口
だ
け
で
な
く
作
業
所
な

ど
地
域
の
支
援
機
関
も
含
め
た
相
談
支

援
の
体
制
を
構
築
し
、
実
施
し
て
い
た

こ
と
に
先
進
都
市
の
対
応
の
良
さ
を
感

じ
た
。

●
横
浜
市
は
現
在
法
律
で
決
め
ら
れ
て
い

な
い
精
神
障
害
者
相
談
員
制
度
を
独
自

に
制
定
し
て
い
る
。

●
横
浜
市
は
多
様
で
き
め
細
や
か
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て
い
る
と
思
い
ま

し
た
。
ま
さ
に
政
令
都
市
な
ら
で
は
と

感
じ
、
よ
い
研
修
会
で
し
た
。

●
項
目
が
難
し
か
っ
た
が
講
師
の
先
生
の

パ
ネ
ル
説
明
に
て
、
な
ん
と
か
多
少
な

り
と
も
理
解
で
き
た
。

●
相
談
員
自
身
も
、
も
っ
と
勉
強
し
て
活

動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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成 

26 

年 

度

　関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク

　身
体
障
害
者
相
談
員
研
修
会

　もうひとつのオリンピックといわれるパラリンピッ
クがあるように、毎年開催される国民体育大会「国
体」にも「もうひとつの国体」があります。
　平成26年度は長崎県で開催される秋季国体の直後に
「第14回全国障害者スポーツ大会」が開催されます。
　大会の歴史は古く、昭和39年パラリンピック東京大
会の開催が契機となり翌昭和40年から全国身体障害者
スポーツ大会が国民体育大会の開催地で毎年開催され
るようになりました。
　そして、「国連・障害者の十年」の最終年の平成４
年、第１回全国知的障害者スポーツ大会（ゆうあい
ピック）が東京都で開催され、以降都道府県持ち回り
で開催されてきました。
　この両大会が平成13年度に統合されて「全国障害者
スポーツ大会」となりました。
　14回目となる本大会に、栃木県では身体障害者15
名、知的障害者17名の合計32名が代表選手として派遣
されます。
　開会式入場券の申込みは締め切りとなりましたが、
各競技会場へは自由にご入場いただけます。
　是非応援にお出かけください。

第 14 回  全国障害者スポーツ大会
“長崎がんばらんば大会”

平成 26年　11/１㊏ ～ ３㊊
長崎県立総合運動公園陸上競技場他16競技会場

１
「
障
害
者
権
利
条
約
の
批
准
に
至
る

　
　
　
経
緯
と
今
後
の
障
害
者
法
制
の
課
題
」

〈
講
師
〉
立
命
館
大
学
客
員
教
授

　長
瀬

　修
氏

２
「
横
浜
市
に
お
け
る

　
　
　
　
障
害
者
相
談
体
制
に
つ
い
て
」

〈
講
師
〉
横
浜
市
健
康
福
祉
局

地
域
活
動
支
援
係
長

　松
浦
拓
郎
氏

栃木県派遣選手（身体障害者）

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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平
成
26
年
７
月
25
日
、
横
浜
ラ
ポ
ー
ル

１
階
ラ
ポ
ー
ル
シ
ア
タ
ー
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
栃
木
県
か
ら
は
８
名
の
相
談
員
が
参
加
、

次
の
と
お
り
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

●
講
演
１
に
つ
い
て
、
障
害
者
権
利
条
約

の
中
で
障
害
者
と
は
何
か
と
３
分
間
考

え
、
書
い
て
隣
の
人
と
交
換
す
る
と
い

う
、
こ
れ
ま
で
の
講
演
で
は
初
め
て
の

事
で
会
場
が
ざ
わ
つ
き
ま
し
た
。

●
合
理
的
配
慮
の
例
、
視
覚
障
害
者
＝
点

字
や
音
声
等
、
聴
覚
障
害
者
＝
手
話
や

筆
談
等
、
身
体
障
害
者
＝
ス
ロ
ー
プ
や

手
す
り
等
、
知
的
障
害
者
＝
共
同
作
業

や
解
り
や
す
い
説
明
等
、
精
神
障
害
者

＝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
ゆ
っ
く
り
話
す

等
、
合
理
的
配
慮
が
な
い
の
が
差
別
で
、

政
府
や
企
業
に
は
義
務
化
が
課
せ
ら
れ

て
い
る
。

●
講
演
１
で
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
人
が

自
主
的
に
人
権
・
差
別
等
の
問
題
に
、

積
極
的
に
発
言
し
て
差
別
の
な
い
国
に

し
て
い
く
た
め
に
、
足
だ
け
で
パ
ソ
コ

ン
を
操
作
し
て
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て

い
る
ス
ラ
イ
ド
を
見
た
と
き
心
を
打
た

れ
ま
し
た
。

●
講
演
２
に
つ
い
て
、
横
浜
市
で
の
取
り

組
み
と
し
て
、
障
害
児
者
の
生
活
を
支

援
す
る
た
め
、
法
律
で
規
定
さ
れ
る
前

か
ら
相
談
窓
口
だ
け
で
な
く
作
業
所
な

ど
地
域
の
支
援
機
関
も
含
め
た
相
談
支

援
の
体
制
を
構
築
し
、
実
施
し
て
い
た

こ
と
に
先
進
都
市
の
対
応
の
良
さ
を
感

じ
た
。

●
横
浜
市
は
現
在
法
律
で
決
め
ら
れ
て
い

な
い
精
神
障
害
者
相
談
員
制
度
を
独
自

に
制
定
し
て
い
る
。

●
横
浜
市
は
多
様
で
き
め
細
や
か
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て
い
る
と
思
い
ま

し
た
。
ま
さ
に
政
令
都
市
な
ら
で
は
と

感
じ
、
よ
い
研
修
会
で
し
た
。

●
項
目
が
難
し
か
っ
た
が
講
師
の
先
生
の

パ
ネ
ル
説
明
に
て
、
な
ん
と
か
多
少
な

り
と
も
理
解
で
き
た
。

●
相
談
員
自
身
も
、
も
っ
と
勉
強
し
て
活

動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平 

成 

26 

年 

度

　関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク

　身
体
障
害
者
相
談
員
研
修
会

　もうひとつのオリンピックといわれるパラリンピッ
クがあるように、毎年開催される国民体育大会「国
体」にも「もうひとつの国体」があります。
　平成26年度は長崎県で開催される秋季国体の直後に
「第14回全国障害者スポーツ大会」が開催されます。
　大会の歴史は古く、昭和39年パラリンピック東京大
会の開催が契機となり翌昭和40年から全国身体障害者
スポーツ大会が国民体育大会の開催地で毎年開催され
るようになりました。
　そして、「国連・障害者の十年」の最終年の平成４
年、第１回全国知的障害者スポーツ大会（ゆうあい
ピック）が東京都で開催され、以降都道府県持ち回り
で開催されてきました。
　この両大会が平成13年度に統合されて「全国障害者
スポーツ大会」となりました。
　14回目となる本大会に、栃木県では身体障害者15
名、知的障害者17名の合計32名が代表選手として派遣
されます。
　開会式入場券の申込みは締め切りとなりましたが、
各競技会場へは自由にご入場いただけます。
　是非応援にお出かけください。

第 14 回  全国障害者スポーツ大会
“長崎がんばらんば大会”

平成 26年　11/１㊏ ～ ３㊊
長崎県立総合運動公園陸上競技場他16競技会場

１
「
障
害
者
権
利
条
約
の
批
准
に
至
る

　
　
　
経
緯
と
今
後
の
障
害
者
法
制
の
課
題
」

〈
講
師
〉
立
命
館
大
学
客
員
教
授

　長
瀬

　修
氏

２
「
横
浜
市
に
お
け
る

　
　
　
　
障
害
者
相
談
体
制
に
つ
い
て
」
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福
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県
民
全
体
が
福
祉
に
つ
い
て
考
え
、

参
加
者
が
自
ら
の
活
動
へ
の
意
欲
を
よ

り
高
め
る
機
会
と
す
る
た
め
、
「
第
20

回
栃
木
県
民
福
祉
の
つ
ど
い
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
第
一
部
式
典
で
は
、
障

害
者
関
係
で
、
全
33
名
の
皆
さ
ま
が
表

彰
を
受
け
ら
れ
、
第
二
部
は
、
講
師
に

笹
野
高
史
氏
を
迎
え
、
『
私
の
役
者
人

生
』
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

宇
都
宮
市

宇
都
宮
市

足
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市

足

利

市

栃

木

市

佐

野

市

縄

野

啓

行

原
　
田
　
ア
イ
子

植

木

利

男

杉

山

正

治

神

田

益

司

大

澤

安

夫

栃
木
県
知
事
表
彰

障
害
自
立
更
生
者

宇
都
宮
市

宇
都
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足
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栃

木

市

佐

野

市
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野

市

日

光

市

真

岡

市

真

岡

市

那
須
塩
原
市

塩

谷

町

那
珂
川
町

齋

藤

新

一

間

彦

藤

夫

熊

倉

錦

博

小
　
宮
　
美
津
子

清

水

町

子

毛

塚

喜

市

坂

下

　

正

小

川

幸

市

櫻

井

タ

ミ

湯

田

愛

一

和

氣

義

房

田

澤

和

彦

鹿 

沼 

市

真 

岡 

市

真 

岡 

市

那
須
烏
山
市

益 

子 

町

岩

瀬

昭

子

沓

澤

秀

子

渡
　
邊
　
美
惠
子

押
久
保
　
光
　
一

鎌

田

　

政

栃
身
協
会
長
表
彰

自
立
更
生
者

宇
都
宮
市

足

利

市

大
田
原
市

矢

板

市

那
須
塩
原
市

加
　
藤
　
五
月
江

田
部
井
　
功
太
郎

大

金

イ

ク

市

村

久

次

和

氣

盛

雄

那
須
烏
山
市

壬

生

町

壬

生

町

野

木

町

塩

谷

町

松

本

　

清

神

長

　

伸

宇
賀
神
　
勝
　
男

小
　
花
　
ヒ
サ
子

鈴

木

榮

一

更
生
援
護
功
労
者

宇
都
宮
市

足

利

市

鈴

木

民

子

小
　
倉
　
千
代
子

障
害
者
支
援
功
労
者

　
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
、
地
域
間
経

済
格
差
の
拡
大
、
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
、

社
会
構
造
が
大
き
な
転
換
を
迎
え
つ
つ
あ
る

今
、
ふ
る
さ
と
「
と
ち
ぎ
」
で
暮
ら
す
全
て

の
人
々
が
、
一
人
ひ
と
り
自
立
し
、
お
互
い

に
支
え
合
い
、
助
け
合
い
な
が
ら
、
安
心
し

て
住
み
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
づ

く
り
を
目
指
し
、
「
子
ど
も
を
健
や
か
に
生

み
育
て
る
環
境
づ
く
り
の
推
進
」
「
人
と
地

域
の
輪
を
広
げ
、
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
自
立

支
援
」
「
高
齢
者
の
健
康
と
生
き
が
い
づ
く

り
の
推
進
」
「
障
害
者
の
自
立
支
援
と
社
会

参
加
の
促
進
」
「
共
同
募
金
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
民
間
福
祉
活
動
へ
の
参
加
と
協
力

の
推
進
」
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
こ
に
集
う
私
た
ち
を
は
じ
め
、
本

県
の
福
祉
関
係
者
が
一
致
協
働
し
て
、
県
民

の
福
祉
に
対
す
る
認
識
と
理
解
を
よ
り
一
層

深
め
、
ふ
る
さ
と
「
と
ち
ぎ
」
に
お
い
て

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
社
会
の
実
現
に
努

め
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。

　
　
平
成
26
年
8
月
28
日

　
　
　
　
　
栃
木
県
民
福
祉
の
つ
ど
い

県
民
福
祉
宣
言 （

敬
称
略
）

栃
木
県
民
福
祉
の
つ
ど
い

平
成
　
年
８
月
　
日
　
宇
都
宮
市
文
化
会
館

26

28

第20回

な

わ

の

ひ

ろ

ゆ

き

は

ら

だ

あ

い

こ

う

え

き

と

し

お

す

ぎ

や

ま

ま

さ

は

る

か

ん

だ

ま

す

じ

お

お

さ

わ

や

す

お

い 

わ 

せ

あ 

き 

こ

く

つ

ざ

わ

ひ 

で 

こ

わ

た

な

べ

み 

え 

こ

お

し

く

ぼ

こ

う

い

ち

ま

つ

も

と

き
よ
し

じ
ん
ち
ょ
う

し

ん

う

が

じ

ん

か 

つ 

お

お 

ば 

な

ひ 

さ 

こ

す 

ず 

き

え

い

い

ち

か 

ま 

た

ま
さ

さ

い

と

う

し

ん

い

ち

ま 

ひ 

こ

ふ 

じ 

お

く

ま

く

ら

か

ね

ひ

ろ

こ 

み 

や

み 

つ 

こ

し 

み 

ず

ま 

ち 

こ

け 

づ 

か

き 

い 

ち

か 

と 

う

さ 

つ 

え

た 

べ 

い

こ
う
た
ろ
う

お

お

が

ね

い

　

　

く

い

ち

む

ら

き

ゅ

う

じ

わ

　

　

き

も 

り 

お

さ

か

し

た

た
だ
し

お 

が 

わ

こ

う

い

ち

さ

く

ら

い

た

　

　

み

わ

　

　

き

よ

し

ふ

さ

た 

ざ 

わ

か

ず

ひ

こ

ゆ

　

　

だ

あ

い

い

ち

す 

ず 

き

た 

み 

こ

お 

ぐ 

ら

ち 

よ 

こ
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この機関紙は
赤い羽根共同募金配分金により発行しています

平成26年度版栃木県障害者福祉ガイド

赤い羽根共同募金運動

障害のある方に対する福祉サービスなど、障害者福祉
施策全般について分かりやすく取りまとめた「平成26
年度栃木県障害者福祉ガイド」が発行されました。
本ガイドは、栃木県公式ホームページの障害福祉課の
ページにおいてPDFファイル版をご覧いただけます。

http://www.pref.tochigi.lg.jp/
fukushi/shougaisha/shisaku/index.html

有償頒布については次のとおりです。
[頒布場所]
・県民プラザ（県庁舎本館２階）
・地方合同庁舎生協売店
　(河内、上都賀、芳賀、下都賀、塩谷
　  那須、南那須、安蘇、足利）

[頒布価格]　１冊　１９０円

[頒布に関する問合せ先]

共同募金は「社会福祉法」という法律をよりどころ
として、国や市町村ではなく「共同募金会」という
民間団体の活動によって行われている募金です。
毎年10月１日から12月31日までの３ヶ月間、日本中
で赤い羽根募金が行われています。
共同募金運動は、年間200万人といわれるボランティ
アの皆さんにより支えられています。
栃木県内で集められた募金は、災害時などの例外の
場合を除いて、栃木県内各地で、お年寄りや体の不
自由な人、子供たちのために、また、地域で安心し
て暮らすための福祉のまちづくりの活動等に役立て
られています。
皆さまそれぞれお住まいの地域において
あたたかいお心をお寄せください。

社会福祉法人   栃木県共同募金会
（TEL）028-622-6694（FAX）028-625-9643

問

臨時給付金をご存じですか？

４月からの消費税率引上げによる負担を緩和するた
め、次の方々には、１万円の給付金が支給されます。

障害者スポーツ各種大会のご案内

■第12回全国身体障害者グラウンド･ゴルフ岐阜大会
　障がいがあっても手軽に楽しむことのできるグラ
ウンド･ゴルフを通して、全国の身体障がい者が交
流と親睦を深めると共に、グラウンド･ゴルフの一
層の振興及び障がい者スポーツに対する社会の理
解と認識を深め、障がい者の自立と社会参加の促
進に資することを目的として開催されます。
　[日　程] 11月16日(日)
　[場　所] 岐阜メモリアルセンター

　長良川競技場・芝生広場

■第26回ぎのわん車いすマラソン大会
　県内外の身体障がい者が大会を通して、お互いの
連携と障がい者に対する理解を深めるとともに、
身体障がい者スポーツの振興を図り、希望と勇気
をもって社会に参加する意欲を喚起することを目
的として開催されます。
　[日　程] 12月14日(日)
　[場　所] 宜野湾海浜公園歓海門前

　今年度のエントリーは終了しましたが
　お時間のある方は、ぜひ応援にお出かけください。

栃木県文書学事課情報公開推進室
（TEL）028-623-2059（FAX）028-623-2057 

©中央共同募金会

地域の福祉
　　みんなで参加

10/1▶12/31

○受け取れる方
　住民税が課税されていない方
　※課税されている方の扶養親族や生活保護受給者は除きます。

○支給額
　１人につき１万円
　下記の方々には５千円が加算され１万５千円
　[基礎年金、児童扶養手当、特別障害者手当など
　 の受給者]

○受け取れる方
　平成26年１月分の
　児童手当を受けている子育て世帯の方
　※所得が制限額以上の方は除きます。

○支給額
　児童手当の対象となる児童(※)１人につき１万円
　※臨時福祉給付金や生活保護を受けている児童は除きます。

○制度について：厚生労働省
　0570-037-192
　ホームページは「２つの給付金」をキーワードに検索

○申請方法について：各市町村
　申請先は平成26年１月１日時点で
　住民票がある市町村です。

臨
時
福
祉
給
付
金

子

育

て

世

帯

臨
時
特
例
給
付
金

問
い
合
わ
せ
先


